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商店街の利用実態と外出行動による省エネ効果に関する研究  
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近年、全国的な商店街衰退を背景に、商店街の有する機能の在り方
が見直されている。これにより、低炭素まちづくりの一環として、
商店街のエコ機能についても関心が高まっているため、都市の賑わ
いを低下させることなく、無意識に環境負荷低減が期待できる活動
を抽出した。 

地元商店街の持つ「外出促進効果」を例に取り、『地元商店街へ来街
し、自宅を空けることによる省エネ効果』及び『自動車利用抑制効
果』としてCO2削減量を算出する。さらに、地元商店街をメインに利
用する人と、その他の買い物先をメインに利用する人の買い物行動を
比較し、商店街活性化手法を検討していくことが目的である。 

対象商店街とその他の買い物先での行動比較 

アンケート概要・調査対象地 外出行動による自宅の省エネ効果の検証 

まとめ 

概要：普段の買い物や電子機器使用状況について地域住民

へアンケートによって調査を行った。 研究対象地：川崎市中原区元住吉 

概要：地元商店街と地元商店街以外での買い物行動に差が見られるのかの検討を行うためアンケート調査を行った。 

性別 年代 世帯構成 

居住年数 

空調機器のCO2削減量算出フロー 

CO2削減量の算出 

地元商店街周辺地域全体でみたCO2削減量の想定 

外出行動によるCO2削減量は、元住吉商店街を利用することにより、元住吉
商店街以外の買い物先を利用すると比較して省エネに繋がる結果となった
このことから、商店街のエコ機能として挙げられる「外出促進効果」は、
数値としても環境負荷低減に繋がっていることが明らかとなった。 

住宅形態 間取り 

地元商店街以外の買い物先 

各買い物先滞在時間 

商店街の利用割合との関係性 

買い物における地元商店街利用割合 

概要：回答者の外出行動により考えられる省エネ効果を検証するため、外出前後での電気機器使用状況を調査し、
外出時に稼動させていない電気機器の省エネ量を、CO2削減量として算出した。 

照明機器のCO2削減量算出フロー 

CO2削減量算出フロー 

モデル１ 

モデル１ 住宅形態 サンプル数
一世帯あたりの

削減電力使用量[kW/h]
CO2削減量
[kg-CO2]

一世帯あたりの
CO2削減量[kg-CO2]

一軒家 132 15 1002.3 7.6

集合 83 7.7 323.9 3.9

合計 215 22.8 1326.1 6.2

一軒家 101 14.2 759.5 7.5

集合 78 7.4 294.4 3.8

合計 179 21.5 1053.9 5.9

元住吉商店街への

外出による省エネ効果

〈１ヶ月〉

商店街以外で買い物をした際の

外出による省エネ効果

〈１ヶ月〉

モデル２ 住宅形態 サンプル数
一世帯あたりの

削減電力使用量[kW/h]
CO2削減量
[kg-CO2]

一世帯あたりの
CO2削減量[kg-CO2]

一軒家 101 14.5 759.5 7.5

集合 78 7.7 294.4 3.8

合計 179 22.1 1053.9 5.9

一軒家 101 13.7 750.8 7.4

集合 78 6.8 271.0 3.5

合計 179 20.5 1021.7 5.7

元住吉商店街への

外出による省エネ効果

〈１ヶ月〉

元住吉商店街への

外出による省エネ効果

〈１ヶ月〉

畳数 回答数 平均消費電力[W] 回答数 平均消費電力[W] 回答数 平均消費電力[W] 回答数 平均消費電力[W]

〜4.5 0 0.0 0 0.0 7 59.6 4 80.3

4.6〜6.0 15 61.6 6 68.0 29 81.2 12 78.4

6.1〜8.0 24 90.8 4 77.0 12 87.3 5 64.0

8.1〜10.0 23 146.3 8 98.5 10 97.0 2 60.0

10.1〜12.0 10 140.0 4 200.5 2 220.0 1 120.0

12.1〜14.0 3 73.3 1 90.0 1 120.0 0 0.0

14.1〜 14 208.6 3 123.3 0 0.0 0 0.0

総計 89 123.7 26 106.4 61 87.7 24 75.9

畳数 回答数 平均消費電力[W] 回答数 平均消費電力[W] 回答数 平均消費電力[W] 回答数 平均消費電力[W]

〜4.5 46 64.3 24 50.3 2 40.0 2 90.0

4.6〜6.0 21 78.2 3 53.3 28 76.1 12 54.2

6.1〜8.0 3 60.0 1 120.0 34 76.6 11 92.0

8.1〜10.0 0 0.0 0 0.0 9 96.7 4 155.0

10.1〜12.0 0 0.0 0 0.0 3 92.0 0 0.0

12.1〜14.0 0 0.0 0 0.0 3 133.3 1 64.0

14.1〜 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 177.5

総計 70 68.3 28 53.1 79 80.5 32 90.0

キッチン

一軒家 集合

主寝室

一軒家 集合

リビング

一軒家 集合

ダイニング

一軒家 集合

項目 住宅形態 世帯数 一世帯あたりの
CO2削減量[kg-CO2]

街区全体の
CO2削減量[kg-CO2]

一軒家 2201 7.6 16711.9

集合 9919 3.9 38704.7

合計 12120 6.2 74756.60.0

一軒家 2201 7.5 16550.5

集合 9919 3.8 37441.7

合計 12120 5.9 71359.1

元住吉商店街への外出による省エネ効果

〈１ヶ月〉

商店街以外で買い物をした際の省エネ効果

〈１ヶ月〉

モトスミ・ブレーメン通り商店街 モトスミ・オズ通り商店街 井田中ノ町商栄会

組合設立年※1 1975年 1991年 1960年

店舗数 150 135 69

会員数 188 120 不明

商店街タイプ※2 地域拠点型 地域拠点型 コミュニティ拠点型

最寄り駅 東急東横線、東急目黒線 「元住吉駅」

超広域拠点型 中心市街地を形成する商店街。

広域拠点型 副都心格の地域を形成する商店街。

地域拠点型 鉄道駅に近接し、公共交通の利便性の高い地域の中心格を形成する商店街。

コミュニティ拠点型 鉄道駅から離れた地域の中心核を形成する商店街。

テーマ型 全市的な観光資源を擁し、個性発揮が期待される地域の商店街。

商店街タイプについて 

商店街の「外出・滞在促進効果」を調査する
にはどういう商店街が適しているのか？

商店街活動の
活発な商店街

杵淵・⽵村らの研究
「川崎市内環境配慮型商店

街活動の実施状況」

周辺地域住民によく
利用されている商店街

川崎市商店街カルテ
「加盟店舗数・交通量・

商店街タイプ」

※ 1：CO2排出係数 電力会社により異なるが、本研究で 最もシェア率 高い東京電力 数値[0.505]を採用。	
※ 2：外出後に電気機器がOFFであれ “1”を入力。外出後もONであれ 、“0”を入力することによりCO2削減量
として見なさない。 	

 外出による省エネ効果（CO2削減効果） 算出方法	

CO2削減量[kg-CO2/1ヶ月]	

＝Σ｛各部屋別の電気機器消費電力規格[kW]	×	買い物時間と移動時間の和[h/1ヶ月]	

　　　　　×	CO2排出係数[kg-CO2/kWh]※1	×	外出前後の電気機器使用状況※2｝	

‥‥‥‥‥‥式①	

アンケート調査で得られた、各部屋ごとの
広さに応じて左下表の消費電⼒を参照。

式① の「各部屋別の電気機器消費電⼒規格」に数値を代⼊アンケートにて
空調機器(２台)の有無を調査

アンケートにて外出前後の
空調機器の使用状況を調査

ON	 OFF	

経済産業省『省エネ性能カタログ2015』より、
部屋の広さに応じた消費電⼒規格を参照。

テレビのCO2削減量算出フロー 

調査会社「BCN」の2010年公表データ
全国テレビの平均画⾯→34型

テレビの消費電⼒規格の目安
30型クラス→70〜100W
40型クラス→100〜120W

本研究では全てのテレビの
消費電⼒規格を 100W で統一

式①の「各部屋別の電気機器消費電⼒
規格」に数値を代⼊。

アンケートにて
テレビ（1台）の有無を調査

アンケートにて外出前後の
テレビの使用状況を調査

ON	 OFF	

モデル２ 

アンケート調査で得られた、各部屋ごとの広さに応じて上表の消費電⼒を参照。

式① の「各部屋別の電気機器消費電⼒規格」に数値を代⼊。

外出後の電気機器使用状況 

L照明 D照明 K照明 S照明 LDK空調 S空調 Lテレビ

外出前 90 66 70 11 127 29 162

外出後 1 1 0 1 15 1 4

98.9% 98.5% 100.0% 91.7% 89.4% 96.7% 97.6%

日中

電源
ON

外出後OFF率

L照明 D照明 K照明 S照明 LDK空調 S空調 Lテレビ

外出前 242 200 192 126 112 110 183

外出後 11 8 6 8 14 5 10

95.7% 96.2% 97.0% 94.0% 88.9% 95.7% 94.8%

夜間

電源
ON

外出後OFF率

L：リビング　D：ダイニング　K：キッチン　S：主寝室
外出後OFF率：外出後に電源をOFFにする回答数の割合。


